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平
成
13
年
度
か
ら
２
年
間
の
村
政
運
営
は
東
海
村
第

四
次
総
合
計
画「
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」に
則
り
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
理
念
は
20
世
紀
日
本
の
高
度

成
長
期
の
開
発
・
発
展
主
義
的
思
想
の
払
し
ょ
く
、
そ
れ

に
代
え
て
の
成
熟
社
会
に
適
し
た
人
と
環
境
を
優
先
す
る

政
策
へ
の
方
向
転
換
で
す
。
引
き
続
き
、
東
海
村
の
将
来

を
考
え
、
多
く
の
村
民
の
方
々
と
手
を
携
え
、
人
・
環
境

優
先
の
行
政
を
追
求
し
着
実
に
成
果
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
人
・
環
境
優
先
の
行
政
を
推
進
す
る
た
め
に
、
医
療
、

保
健
も
含
め
た「
福
祉
」「
教
育
」「
環
境（
農
業
）」を
行
政
の

３
本
柱
と
し
て
位
置
付
け
て
行
政
の
改
革
、
強
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
福
祉
、
教
育
、
環
境
の
各
行
政
に
つ
い
て

は
、
お
か
げ
さ
ま
で
住
民
に
も
そ
の
輪
郭
が
見
え
始
め
、

形
を
成
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
全
国
ベ
ー
ス
で

の
先
進
と
評
価
で
き
る
水
準
に
は
到
達
し
て
お
ら
ず
、
課

題
も
山
積
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
政
策
展
開
に

当
た
り
、
政
策
に
厚
み
を
加
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
地
方
交
付
税
の
削
減
、
国
庫
補
助
金
の
廃
止
・

削
減
、
税
源
委
譲
の
三
位
一
体
論
を
打
ち
出
し
、
財
政
改

革
の
歩
を
一
段
と
強
め
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
歩
調
を

合
わ
せ
、
平
成
17
年
３
月
の
合
併
特
例
法
期
限
到
来
後

に
備
え
、
地
方
自
治
制
度
改
革
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
地
方
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
は
、
い
つ
重
大
な
決

断
を
強
い
ら
れ
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
村
と
し
て

は
、
こ
の
合
併
問
題
を
私
た
ち
の
自
治
能
力
の
問
題
、
行

政
能
力
の
問
題
と
位
置

付
け
て
、
当
面
は
東
海

村
の
保
有
す
る
基
礎
的

な
体
力
、
さ
ら
に
は
潜

在
的
な
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
行
政
基
盤
、

行
政
能
力
の
強
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

に
村
政
運
営
の
最
重
要

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
①
「
茨
城

県
一
の
福
祉
の
ま
ち
」

を
目
指
し
た
保
健
福
祉

事
業
の
推
進
。
②
循
環

型
社
会
構
築
を
目
指
す

環
境
行
政
の
確
立
。
③

教
育
分
権
時
代
到
来
を
に
ら
み
先
進
的
・
独
創
的
教
育

政
策
の
推
進
。
こ
の
３
つ
の
旗
を
掲
げ
て
ま
い
進
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
３
分
野
は
い
ず
れ
も
立
派
な
基
本
計

画
を
策
定
済
み
で
す
が
、
基
本
計
画
の
み
で
十
分
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
状
況
に
応
じ
大
胆
な

修
正
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
加
え
て
東
海
村
に
と
っ
て
も
、
農
業
の
振
興
は
地
域

社
会
の
維
持
・
再
生
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
東
海
村
の
地
域
農
業
と
自
然
環
境
、
歴
史
文
化
を

維
持
・
保
存
す
る
た
め
に
は
、
地
産
地
消
、
有
機
農

業
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
農
業
、
特
産
品
の
開
発
、

農
産
物
加
工
、
生
ご
み
の
た
い
肥
化
等
の
諸
施
策
が
、

重
要
な
課
題
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
持
つ

村
政
運
営
の
基
本
方
針

住民と手を携え
人と環境を優先する行政を目指して

　平成15年東海村議会第１回定例会初日の３月３日、村上
村長は平成15年度の村政運営に関する所信を述べました。今
月はこの村政運営の基本方針と主な施策の内容、そして平成
15年度の主要事業と予算についてお知らせします。

東
海
村
長
　
村
上
達
也
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が
あ
り
ま
す
。
児
童
福
祉
も
、
民
間
保
育
所
設
置
の
支

援
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
進
め
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
東
海
病
院
の
改
築

計
画
も
病
床
確
保
に
合
わ
せ
具
体
的
・
本
格
的
な
段
階
に

入
り
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
石
神
小
学
校
の
改
築
工
事
が
秋
ご
ろ
に

終
了
し
ま
す
。
白
方
・
照
沼
小
学
校
の
改
築
計
画
も
引

き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
教
育
改
革
の
動

き
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
本
村
独
自
の
教
育
特
区
構
想
の

実
現
方
策
も
探
求
し
て
い
き
ま
す
。

　
環
境
行
政
は
、
平
成
14
年
度
ま
で
に
環
境
基
本
条
例

の
制
定
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
や
、
エ
コ
・
オ
フ
ィ

ス
プ
ラ
ン
を
実
施
し
、
念
願
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を

取
得
す
る
段
階
に
到
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
大

勢
の
住
民
の
方
々
の
参
画
も
実
現
し
着
実
に
進
ち
ょ
く

し
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
政
策
転
換
に
対
処
す
る

農
政
と
、
地
域
の
零
細
な
農
業
を
守
り
育
て
る
農
政
と

の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら
今
年
度
は
農
政
の

担
当
部
署
の
強
化
、
生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
の
多
く

の
村
民
の
参
画
を
進
め
、
よ
り
き
め
細
か
い
実
行
性
重

視
の
政
策
を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
東
海
村
の
商
業
圏
は
、
県
道
日
立
東
海
線
の
開

通
に
よ
り
、
日
立
市
、
常
陸
太
田
市
の
南
部
地
区
に
ま

で
拡
大
し
ま
す
。
東
海
村
の
商
業
と
し
て
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
取
り
込
む
か
、
行
政
も
商
業
者
と
と
も
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
東
海
村
の
将
来
を
決
定
的
に
規
定
す
る
で
あ
ろ
う
、

日
本
原
子
力
研
究
所
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ（
文
部
科
学
省
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
）の
大
強
度
陽
子
加
速
器
の
建
設

経
済
的
・
文
化
的
・
精
神
的
役
割
の
大
き
さ
を
意
識
し

つ
つ
も
、
具
体
的
方
策
が
見
い
だ
せ
ず
停
滞
し
て
い
た

と
率
直
に
村
の
農
業
行
政
の
現
状
を
認
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
は
福
祉
・
教
育
・
環
境

（
農
業
）の
行
政
３
本
柱
の
括
弧
を
外
し
、「
新
し
い
農
業

の
開
発
・
開
拓
」を
加
え
、
福
祉
・
教
育
・
環
境
・
農
業

の
４
つ
を
行
政
の
柱
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興
を
強
力

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
４
本
柱
の
実
現
の
た
め

に
は
住
民
参
画
、
住
民
参
加
を
思
い
切
っ
て
進
め
、
住

民
の
各
団
体
、
各
サ
ー
ク
ル
と
の
協
働
体
制
を
強
化

し
、
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
東
海
村

で
は
こ
の
種
は
ま
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
先
進
自

治
体
に
学
び
な
が
ら
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
総
合
福
祉
セ
ン

き
ず
な

タ
ー「
絆
」の
本
体
工
事

が
夏
ご
ろ
に
完
了
し
ま

す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

備
え
ら
れ
た
機
能
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
運
営
体
制
の
整
備

を
進
め
て
い
く
と
同
時

に
、
今
年
度
か
ら
は
障

害
者
福
祉
が
措
置
制
度

か
ら
支
援
費
制
度
に
変

わ
り
、
介
護
保
険
制
度

の
大
幅
な
見
直
し
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
障
害
者
、
高
齢
者

福
祉
の
一
層
の
充
実
強

化
を
図
る
大
き
な
課
題

と
常
陸
那
珂
港
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
東

京
電
力
の
火
力
発
電

１
号
機
が
今
年
の
12

月
に
運
転
を
開
始
し

ま
す
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
村
は
財
政
的

に
潤
う
こ
と
は
事
実

で
す
。
第
４
次
総
合

計
画
は
も
ち
ろ
ん
、

併
せ
て
村
の
将
来
展

望
を
踏
ま
え
、
こ
の

豊
か
な
財
政
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
が
、

今
後
の
大
き
な
課
題

の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
強
度
陽
子
加
速
器
は
平
成
18
年
度
運
転
開

始
に
向
け
工
事
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
県
の「
サ
イ
エ
ン

ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
21
構
想
」「
つ
く
ば
・
東
海
・
日
立
知
的

特
区
」構
想
と
連
携
し
つ
つ
村
独
自
の
高
度
科
学
研
究
文

化
都
市
構
想
を
立
て
、
新
時
代
の
研
究
都
市
づ
く
り
が

具
体
的
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
、
本
村
の
今
年
度
の
課
題
と
村
政
の
運
営
方
針

を
概
括
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
東
海
村
の
将
来

を
決
定
付
け
る
大
き
な
節
目
で
あ
る
こ
と
が
、
あ
ら
た

め
て
実
感
で
き
ま
す
。
今
住
ん
で
い
る
村
民
ば
か
り
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
誕
生
し
て
く
る
子
、
孫
た
ち
の
こ

と
ま
で
思
い
を
は
せ
て
村
政
運
営
に
当
た
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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ご
み
座
談
会
を
開
催
す
る
。

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
諸
費（
５
１
８
万
円
）…
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
必
要
な
全
般
的
経
費
。
　
村
が
マ
イ

バ
ッ
ク
を
購
入
し
、
全
戸
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
レ

ジ
袋
の
使
用
を
軽
減
し
、
資
源
の
有
効
利
用
お
よ
び

ご
み
減
量
化
を
推
進
す
る
。

▼
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
事
業（
７
０
２
万

円
）…
村
が
環
境
に
与
え
る
影
響
を
、
一
事
業
者
と
し

て
率
先
し
て
継
続
的
に
改
善
し
な
が
ら
取
り
組
む
た

め
、
国
際
環
境
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
を

取
得
す
る
。

▼
　
こ
ど
も
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
事
業（
１
９
４
万

円
）…
小
中
学
校
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る「
環
境
教
育
」の
発
表
の
場
。
村
民
の
環
境
意
識
の
高

揚
と
啓
発
が
ね
ら
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
支
え
あ
い
を
実
現
す
る
福
祉

▼
総
合
福
祉
施
設
建
設（
11
億
７
４
０
７
万
円
）…
東
海

村
の「
福
祉
の
拠
点
」と
し
て
、よ
り
効
率
的
な
運
営
と

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
と
し
た
総
合
福
祉
施
設
を
建

設
し
、
東
海
村
の
福
祉
の
増
進
を
図
る（
平
成
12
年
度

か
ら
の
４
か
年
事
業
）。

健
康
で
介
護
不
安
が
な
く
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
、自
由
に
生
き
が
い
を
追
求
で
き
る
豊
か
な
地
域
社
会

▼
　
も
の
忘
れ
検
診
事
業（
36
万
円
）…
検
診
を
行
い
痴

ほ
う
を
早
期
発
見
し
、
治
療
を
施
す
こ
と
で
進
行
を

遅
ら
せ
る
。
ま
た
家
族
な
ど
に
も
痴
ほ
う
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
。

▼
　
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業（
１
８
０
万
円
）…
策
定

支
え
あ
っ
て
生
き
る
ま
ち

平
成
15
年
度
の

主
な
事
業
と
予
算

委
員
会
な
ら
び
に
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
を
組
織
し
、

平
成
15
年
度
の
１
年
間
で
、
住
民
や
福
祉
関
係
者
の

意
向
を
取
り
入
れ
た「
地
域
福
祉
計
画
」を
策
定
す
る
。

策
定
に
当
た
っ
て
は「
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」「
高

齢
者
福
祉
計
画
」「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」お
よ
び「
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
」と
の
整
合
性
に
配
慮
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
計
画
は
印
刷
製
本（
５
０
０
部
）を
行

い
関
係
者
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
公
表
す
る
。

▼
　
施
設
訓
練
支
援
事
業（
９
９
９
７
万
円
）…
身
体
障

害
者
や
知
的
障
害
者
が
施
設
に
入
所
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
合
、
こ
の
事
業
に
要
す
る
人
件
費
、
事

務
管
理
経
費
、
食
糧
費
等
の
経
費
の
う
ち
、
利
用
者

負
担
額
を
差
し
引
い
た
額
を
支
援
費
と
し
て
支
払
う

事
業
。
施
設
の
規
模
、
利
用
者
の
障
害
程
度
区
分
に

応
じ
て
、
格
差
を
設
け
た
基
準
を
設
定
。

▼
　
居
宅
生
活
支
援
事
業（
４
７
２
万
円
）…
在
宅
の
障

害
者
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
短
期
入
所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
場
合
、
こ
の
事
業
に
要
す
る
人
件
費
、
交
通

費
、
事
務
管
理
経
費
等
の
経
費
の
う
ち
、
利
用
者
負

担
額
を
差
し
引
い
た
額
を
支
援
費
と
し
て
支
払
う
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
保
健
体
制
の
確
立

▼
一
般
健
康
診
査
事
業（
１
億
１
２
８
８
万
円
）…
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
各
種
検
診
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
疾
病
予
防
に
か
か
わ
る
情
報
提
供
・
普
及
啓
発

を
図
る
。
各
種
検
診
の
申
し
込
み
は
、「
健
康
診
査
家

族
調
査
票
」に
よ
り
把
握
し
、
各
検
診
時
期
に
受
診
券
・

問
診
票
等
を
個
人
に
郵
送
す
る
。
総
合
検
診
、
住
民
検

診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う

　
村
の
事
業
は
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
月
は
、
新
規
・
充
実
を
図
っ
た
主
な
も
の
を
中

心
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
規
の
事
業
は「  

」

と
表
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
企
画
総
務
部

企
画
財
政
課
財
政
係（
内
線
１
３
３
２
）へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
東
海
村
の
実
現

▼
原
子
力
安
全
対
策
調
査
事
業（
２
４
９
万
円
）…
原
子

力
事
業
者
の
安
全
対
策
へ
の
確
認
業
務
。
安
全
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
お
よ
び
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
東
海
村
原
子
力
施
設
排
水
監
視
会
お

よ
び
東
海
村
原
子
力
安
全
対
策
懇
談
会
の
事
務
局
と

し
て
運
営
・
連
絡
調
整
を
行
う
。
ま
た
、
防
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

▼
原
子
力
情
報
収
集
事
業（
１
３
８
６
万
円
）…
原
子
力

に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
機
材
の
整
備
を
行
い
住
民

広
報
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
に
関
す
る
機

関
や
協
議
会
が
開
催
す
る
研
修
会
へ
参
加
し
情
報
の

収
集
を
図
る
。   

放
射
線
表
示
装
置
設
置

循
環
を
基
調
と
す
る
生
活
環
境
と
公
害
の
な
い
ま
ち

▼
　
地
域
ご
み
座
談
会
開
催
事
業（
３
万
円
）…
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
ご
み
の
減
量
化
・
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
等
を
推
進
す
る
た
め
、
ご
み
袋
有
料
化
問

題
に
つ
い
て
村
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
各
地
域
で

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
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快
適
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

症
検
診
、
成
人
歯
科
検
診
、
健
康
度
評
価
、
胸
部
Ｃ

Ｔ
検
診
を
実
施
す
る
。
〇
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
委
託
。

地
域
医
療
体
制
の
確
立

▼
東
海
病
院
建
設
事
業（
２
億
２
１
１
５
万
円
）…
新
東

海
病
院
建
設
基
本
設
計･

用
地
取
得･

実
施
設
計 

　

東
海
病
院
建
設
用
地
購
入
出
資
金

　

明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

▼
石
神
小
学
校
建
設
事
業（
14
億
４
２
３
０
万
円
）…
教

育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
校

舎
な
ど
の
全
面
改
築
を
行
う
。
　
校
舎
周
り
外
構
工

事
な
ど
。

▼
夏
季
特
別
巡
回
指
導
事
業（
１
５
４
万
円
）…
７
月
の

夏
休
み
か
ら
９
月
末
日
ま
で
の
約
70
日
間
①
東
海
駅

お
よ
び
周
辺
駐
輪
場
の
夜
間
常
駐
警
備
、
②
東
海
文

化
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周

辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
巡
回
警
備
の
委
託

▼
青
少
年
相
談
員
運
営
事
業（
４
９
２
万
円
）

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
社
会
の
形
成

▼
　
移
動
博
物
館
開
催
事
業（
48
万
円
）…
さ
ま
ざ
ま
な

動
植
物
を
身
近
に
観
賞
で
き
る
場
を
提
供

▼
成
人
式
開
催
事
業（
１
１
５
万
円
）

▼
　
ふ
る
さ
と
再
発
見
事
業（
１
２
７
万
円
）…
村
独
自

の
文
化
や
郷
土
資
料
等
を
村
民
に
情
報
提
供
し
、
郷

土
の
素
晴
ら
し
さ
の
再
発
見
を
図
る
。

▼
　
ふ
る
さ
と
文
化
子
ど
も
ま
つ
り
開
催
事
業（
２
５
０

万
円
）…
各
市
町
村
が
主
催
者
に
な
り
、
村
内
の
小
中

学
生（
一
般
も
含
む
）を
対
象
に
、
県
の
補
助
を
受
け
て

行
う
事
業
。
郷
土
民
俗
芸
能
発
表
・
民
話
カ
ラ
オ
ケ

発
表
・
歴
史
文
化
体
験
・
物
産
展
・
模
擬
店
等
の
出

展
な
ど
を
実
施
す
る
。

▼
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
事
業(

３
３
４
万
円)

…
〇

札
幌
マ
ラ
ソ
ン
選
手
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

魅
力
あ
る
農
業
の
振
興

▼
米
飯
給
食
費
補
助
事
業（
１
２
８
６
万
円
）…
平
成
12

年
度
か
ら
米
飯
給
食
の
米
代
は
国
・
県
の
助
成
制
度

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
村
内
の
小
中
学
校
の

学
校
給
食
に
か
か
わ
る
経
費（
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
１

０
０
パ
ー
セ
ン
ト
）を
全
額
補
助
す
る
。

▼
　
畑
作
奨
励
補
助
事
業（
９
２
６
万
円
）…
麦
の
作
付

け
を
奨
励
し
、
土
ぼ
こ
り
防
止
対
策
を
行
い
な
が

ら
、
畑
地
の
地
力
増
進
対
策
を
図
る
。

▼
　
東
海
村
農
業
経
営
改
善
計
画
達
成
支
援
補
助
事
業

（
３
０
０
万
円
）…
認
定
農
業
者
に
対
し
て
農
業
経
営
改

善
計
画
の
達
成
支
援
策
と
し
て
農
業
機
械
や
農
業
施

設
の
整
備
に
対
し
補
助
す
る
。

観
光
の
振
興

▼
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業（
１
７
８
万
円
）…
東
海
村
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

い

も

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」「
東
海
ま
つ
り
」「
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ

り
」の
３
大
ま
つ
り
の
拡
充
や「
東
海
十
二
景
」の
整
備

な
ど
を
図
る
。

調
和
の
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

▼
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進
事
業（
２
０
０
万

円
）…
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
た
め
、
斜
面
緑

地
、
里
山
地
区
指
定
や
地
域
地
区
指
定
等
に
関
す
る

実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

都
市
景
観
の
形
成
と
公
園
・
緑
地
の
整
備

▼
都
市
計
画
公
園
管
理
事
業（
７
９
６
１
万
円
）

潤
い
の
あ
る
み
ち
づ
く
り

▼
道
路
新
設
改
良
舗
装
事
業（
２
億
９
１
０
０
万
円
）…

歩
道
整
備
工
事
な
ど
を
含
む

安
全
給
水
体
制
の
確
立
と
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確
保

▼
上
水
道
の
整
備
事
業（
10
億
３
０
０
０
万
円
）

▼
下
水
道
の
整
備
事
業（
17
億
９
９
０
０
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

▼
い
き
い
き
地
域
活
力
助
成
事
業（
１
８
６
０
万
円
）

▼
地
区
委
員
会
運
営
事
業（
69
万
円
）

▼
　
地
区
委
員
会
助
成
事
業（
１
８
０
万
円
）

▼
例
規
集
管
理
事
業（
１
３
２
４
万
円
）…
　
例
規
集
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
用
デ
ー
タ
作
成
委
託

▼
村
政
懇
談
会
開
催
事
業（
７
万
円
）

国
際
交
流
の
推
進

▼
姉
妹
都
市
交
流
会
館
管
理
運
営
事
業（
７
４
５
万
円
）

効
率
的
な
行
財
政
運
営

▼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業（
８
７
１
万
円
）…
庁

内
、
村
内
公
共
機
関
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持

管
理
経
費
。 

　
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ（
地
方
自
治
体
を
専
用

回
線
で
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）接
続
の
た
め
の
機
器
賃

借
料
お
よ
び
保
守
点
検
委
託
料
の
計
上
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
事
業（
２
０
３
４
万
円
）

▼
職
員
研
修
事
業（
１
０
２
６
万
円
）

個
性
と
生
き
が
い
を
育
む
ま
ち

新
た
な
可
能
性
を
つ
く
る
ま
ち

信
頼
で
つ
な
ぐ
自
治
の
ま
ち
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平
成
15
年
度

　
　
　
　
　
当
初
予
算

　
平
成
15
年
度
当
初
予
算
が
東
海
村
議
会
第
１
回
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算

は
、
対
前
年
度
当
初
予
算
費
５
％
減
の
１
５
４
億
７
０

０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
に
特
別
会
計
79
億
６
４
１
０
万
、

企
業
会
計
17
億
９
９
０
０
万
円
を
加
え
た
予
算
規
模
は
、

総
額
で
２
５
８
億
２
７
５
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会計名
一般会計
特別会計
国民健康保険事業会計（事業勘定）
老人保健事業会計
介護保険事業会計
東海駅西土地区画整理事業会計
東海駅東土地区画整理事業会計
東海駅西第二土地区画整理事業会計
東海中央土地区画整理事業会計
公共下水道事業会計

企業会計
水道事業会計
病院事業会計

合計

平成15年度
154億7000万円
79億6041万円
 18億7700万円
 21億4415万円
　9億3666万円
　1億780万円
4億2830万円
　3億3020万円
　3億3730万円
17億9900万円
23億7234万円
10億3010万円
13億4224万円
258億275万円

平成14年度
162億8000万円
75億4913万円
17億9600万円
21億9800万円
7億9063万円
7210万円

4億3300万円
3億4130万円
2億1510万円
17億300万円
20億2740万円
10億3000万円
9億9740万円

258億5653万円

増減(％）
-5.0
5.4
4.5
-2.4
18.5
49.5
-1.1
-3.3
56.8
5.6
17.0
0.0
34.6
-0.2

会計別予算

地方譲与税
利子割交付金 　
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
諸収入
合計

1億5000万円
4000万円

3億2000万円
7300万円

1億8000万円
500万円
700万円

1億3634万円
1億3357万１千円

183万6千円
1千円

1億631万9千円
11億5306万7千円

歳入その他の内訳

一般会計予算

人件費
普通建設事業費 　
 単独事業費
 補助事業費
 その他

物件費
公債費
補助費等
扶助費
繰出金
その他
合計

35億5293万7千円
37億5174万1千円
34億6700万8千円

1219万2千円
2億7254万1千円
26億7796万4千円
12億6938万6千円
11億1195万1千円
6億5889万6千円
20億6492万円
3億8220万5千円
154億7000万円

歳出の性質別内訳

軽自動車税
村たばこ税 　
特別土地保有税
都市計画税
入湯税
合計

4108万１千円
２億1775万５千円

1990万円
６億9330万円
313万3千円

9億7516万9千円

村税その他の内訳
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住民票の写しや証明が不要になります

投票区名

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

第14投票区

投票所の場所

真崎コミュニティセンター

村松コミュニティセンター

中丸コミュニティセンター

舟石川保育所

外宿二区集会所

石神コミュニティセンター

亀下集会所

白方コミュニティセンター

村松幼稚園

東海村合同庁舎

中央公民館

舟石川コミュニティセンター

南台集会場

営農生活改善センター

４月27日（日）は、衆議院茨城県選挙区選出議員
補欠選挙の投票日です

　

●投票できる方
満20歳以上（昭和58年４月28日までに生ま
れた方）で村の住民基本台帳に引き続き３か月
以上登録されている方（平成15年１月９日まで
に転入届出をした方）

●投票時間　午前７時～午後８時
●投票場所

●不在者投票
　　４月10日（木）から26日（土）まで、役場議会
棟１階101会議室において、毎日午前８時30
分から午後８時まで行います。

●問 合 せ　東海村選挙管理委員会（企画総務
部総務課内　　282-1711　内線1313）

　

　３月10日から農薬取締法が改
正され、農薬を使用するときの
決まりが厳しくなりました。無
登録農薬を使用したり、使用方
法を守らないと罰せられます
（最高３年の懲役と100万円の罰
金）。農薬を使用する際は以下
の点に注意し適正な使用をお願
いします。
①農薬が登録されているもの
か確認しましょう（容器のラ
ベルに「農林水産省登録第○

○○号」と書かれています）。
②守るべき使用基準を必ず守り
ましょう（記載された作物に対
し使用・希釈倍数または使用
量より濃くしない・多くしな
い、決められた使用回数より
多く使わない）。
③非農耕地用除草剤は、田畑や
農作物にかかる恐れがある所
では使用しないでください。
●問 合 せ　経済環境部経済課
農政係(　282-1711 内線1434)

農家の皆さまへ　
農薬を使うルールが厳しくなりました

　

一般旅券の発給申請手続き
　住民票の写しの添付が不要となりました。
●一般旅券の新規発給について
本年４月１日から使用される「旅券（パス
ポート）発給申請書」には、住民票コードを記
入する欄があります。①申請者の住民票コー
ドが分かる場合、住民票コードをご記入くだ
さい。②代理人が申請する場合、住民票コー
ド欄は空欄としてください。また、戸籍謄本
又は抄本は従来どおり提出してください。な
お、旧様式の申請書を利用する場合には、住
民票コードの記入は必要ありません。
●切替発給および再発給について
　　有効期間が１年未満となったときのパス
ポートの切替発給やパスポートの紛失、盗
難、焼失などによる再発給の申請の場合、申
請書の記載方法は上と同じですが、氏名また
は本籍の変更がなければ戸籍謄本または抄本
の提出は不要となります。しかし、現在お持
ちのパスポートに記載された本籍と現在の本
籍が異なる場合には、戸籍謄本または抄本を
ご用意ください。
●問 合 せ　茨城県パスポートセンター（　
226-5023）
恩給受給権者申立書の住民票記載事項証明
　　本年４月から恩給受給権者が、引き続き恩
給を受ける権利があるかどうかを確認するた
めに、提出している恩給受給権申立書に市町
村長の証明を受ける必要がなくなります。
●問 合 せ　総務省人事・恩給局（　03-5273-
1400）
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介
護
保
険
事
業
は
、
事
業
運
営
の
基
本
と
な
る
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
村

で
は
、
平
成
11
年
度
に
平
成
12
年
度
か
ら
16
年
度
ま
で

の
事
業
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
平
成
12
年
度
か
ら

14
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
必
要
と
な
る
保
険
給
付
費
を

算
出
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

介
護
保
険
料
を
２
万
３
２
８
０
円（
月
額
１
９
４
０
円
）と

し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
３
年
が
経
過
し
た
今
、

介
護
保
険
制
度
の
浸
透
に
よ
り
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
、
保
険
給
付
額
は
急
速
に
伸
び

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
14
年
度
は
保
険
給
付
費

に
対
す
る
財
源
が
不
足
し
、
県
の
財
政
安
定
化
基
金
か

ら
の
借
り
入
れ
金
を
不
足
し
た
保
険
料
分
に
充
て
て
事

業
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
の
年
度
に
当
た
る
平

成
14
年
度
は
、
一
般
公
募
者
９
人
を
含
む
19
人
の
高
齢

者
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
で
介
護
保
険
事
業
の
現
状
を

踏
ま
え
て
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
や
基
盤
整
備
等
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に

第
２
期
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
第
１
期
事
業
計
画
と
同
様
に
、
こ
の
計
画

に
基
づ
い
て
平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
の
保
険
料

を
算
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
基
準
額
保
険
料
を
３

万
３
９
６
０
円（
月
額
２
８
３
０
円
）に
改
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
５
段
階
の
区
分
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

※
近
隣
市
町
村
の
月
額
保
険
料
…
水
戸
市（
２
８
０
０

円
）、
ひ
た
ち
な
か
市（
２
９
３
０
円
）、
那
珂
町（
２
５

４
０
円
）、
日
立
市（
２
６
９
１
円
）、
内
原
町（
２
８
０

０
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
実
績
の
認
定
率
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
率
な
ど
か
ら
第
２

期
計
画
期
間
の
サ
ー
ビ
ス
必
要
見
込
み
料
を
推
計
し
ま

し
た
。

　
第
２
期
保
険
料
改
定
の
主
な
理
由
は
、
①
国
に
よ
る

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
負
担
割
合
変
更（
17
％
→
18

％
）②
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
要
介
護
者
の
増
加（
５
４
４

人
→
７
４
６
人
）③
介
護
保
険
制
度
の
浸
透
に
伴
う
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加（
３
９
４
人
→
５
９
８
人
） ④
村

内
へ
の
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）誘

致
計
画
に
よ
る
費
用
の
増
加
―
―
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す（
②
と
③
の
増
加 

人
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年
３
月

実
績
数
と
平
成
17
年
推
計
数
を
表
し
て
い
ま
す
）。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を
公

費
と
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
定
は
、

介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
保
険
料
額
で
す
。
本
村
も
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の

割
合
が
14
％
を
超
え
、
高
齢
社
会
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
も
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
っ
て
介
護
を
必
要
と
す
る
方
の
増
加
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
高
齢
者
の
負
担
す
る
保
険

料
の
高
騰
の
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

　
今
後
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
要
介
護
状
態

に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
事

業
を
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
枠
を
超
え
て
村
独

自
の
福
祉
事
業
と
し
て
、
①
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

事
業
②
歩
け
歩
け
健
康
づ
く
り
事
業
③
い
き
い
き
健
康

教
室
④
は
つ
ら
つ
健
康
体
操
⑤
は
り
・
き
ゆ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
施
術
費
助
成
事
業
⑥
訪
問
一
般
歯
科
検
診
⑦

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
⑧
も
の
忘
れ
検
診
事
業
⑨

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
⑩
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

平
成
15
年
度
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

所
得
区
分

生
活
保
護
の
被
保

護
者
、
老
齢
福
祉

年
金
受
給
者
で
住

民
税
非
課
税
世
帯

世
帯
全
員
が
住
民

税
非
課
税
世
帯

本
人
が
住
民
税
非

課
税
の
方

本
人
が
住
民
税
課

税
で
合
計
所
得
金

額
が
２
０
０
万
円

未
満
の
方

本
人
が
住
民
税
課

税
で
合
計
所
得
金

額
が
２
０
０
万
円

以
上
の
方

年
額
保
険
料

基
準
額
×
０
・
５

１
万
６
９
８
０
円

基
準
額
×
０
・
７
５

２
万
５
４
７
０
円

基
準
額

３
万
３
９
６
０
円

基
準
額
×
１
・
２
５

４
万
２
４
５
０
円

基
準
額
×
１
・
５

５
万
０
９
４
０
円

第
１
段
階

第
２
段
階

第
３
段
階

第
４
段
階

第
５
段
階

平
成
15
年
度
か
ら
の
65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て



● 9

⑪
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助
成
事
業
―
―
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

  

適
正
で
安
定
し
た
介
護
保
険
事
業
運
営
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
65
歳
到
達
月（
65
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る

月
）か
ら
、
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
介
護
保
険
料
を
納

め
ま
す
。

①
特
別
徴
収
…
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど

の
老
齢
・
退
職
年
金
の
合
計
額
が
年
間
18
万
円
以
上
あ

る
方
は
、
年
金
の
定
期
支
払（
年
６
回
）の
際
に
、
介
護

保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

②
普
通
徴
収
… 

① 

に
該
当
し
な
い
方
や
年
度
の
途
中
で

65
歳
に
達
し
た
方
、
転
入
し
て
き
た
方
は
、
納
入
通
知

書
で
村
に
個
別
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
入
の
期

日
を
ご
確
認
の
上
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す（
納
期
は
年
６
回
で
す
。
納
入
月
は
、
４
月
、
６

月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
、
２
月
）。
村
で
は
、
年
６

回
の
納
期
の
う
ち
、
第
１
・
２
期
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
前
年
の
所
得
段
階
で
賦
課
を
行
い
ま
す（
暫
定
賦

課
）。

　　
仕
事
が
忙
し
い
方
や
、
な
か
な
か
外
出
が
で
き
な
い
方

は
、
介
護
保
険
料
の
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
手
続
き

は
、
取
り
扱
い
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で「
口
座
振
替

依
頼
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
預
・
貯
金
通
帳
と
印
鑑（
通
帳
届
出

印
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。
40
歳
以
上
64
歳
の
方
の
介
護

保
険
料
は
、
そ
の
方
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
算

定
方
法
に
基
づ
き
、
医
療
保
険
料
と
一
括
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　　
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
あ
る
た
め
、

特
別
な
理
由
も
な
く
介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

場
合
は
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
り
ま
す
。

●
１
年
以
上
滞
納
の
場
合
…
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
通
常
は
１
割
の
自
己
負

担
で
す
が
、
一
度
に
10
割
を
支
払
い
、
滞
納
分
の
保

険
料
を
納
め
た
後
、
利
用
料
の
９
割
を
村
に
請
求

し
、
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
な
り
ま
す
。

●
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
の
場
合
…
利
用
料
の
９
割
の

払
い
戻
し
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
、
一
時
差
し
止

め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
滞
納
が
続
く
場
合
は
、
差
し

止
め
た
額
か
ら
滞
納
分
に
充
て
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
２
年
以
上
滞
納
の
場
合
…
保
険
料
の
未
納
期
間
に
応

じ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
額
が
１

割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　　　
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
保
険
料
の
徴
収
猶
予
や
減
免
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
災
害
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
ま
た
は
そ
の
他
の

財
産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
方

●
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
死
亡
、
長

期
入
院
、
失
業
、
農
作
物
の
不
作
な
ど
に
よ
り
、
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
方

●
保
険
料
段
階
が
第
１
段
階（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
は
除
く
）お
よ
び
第
２
段
階
の
方
の
う
ち
、
前
年
の

世
帯
全
員
の
収
入
が
著
し
く
少
な
く
生
活
が
困
窮
な
方

　
平
成
15
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
す
べ
て
の
65
歳
以
上
の
方（
平
成
15
年
３
月
31
日
現

在
）に
新
し
い
介
護
保
険
被
保
険
者
証（
有
効
期
限
は
平

成
18
年
３
月
31
日
）を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
記
載
事
項
に
間
違
い
が
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
間
違
い
が
あ
っ
た
場
合
や

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
福
祉
部
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
被
保
険
者
証
は
、
要
介
護
認
定
の
申
請
、
サ
ー
ビ
ス

計
画
の
作
成
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

●
有
効
期
間
が
き
れ
た
古
い
保
険
者
証
は
、
お
手
数
で

す
が
福
祉
部
福
祉
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
部
福
祉
課
介
護
保
険
係（
　
282
局
１
７
１
１
　

内
線
１
１
６
３
）

介
護
保
険
料
の
納
め
方

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
の

給
付
制
限
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
徴
収
猶
予

お
よ
び
減
免
に
つ
い
て

新
し
い
介
護
保
険
被
保
険
者
証
が

65
歳
以
上
の
方
に
送
付
さ
れ
ま
す

問
合
せ
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●健康づくりで知事・衛生部長賞などを受賞
２月13日、「平成14年度県民健康づくり推進事業功労者表彰
式」が県庁で行われました。これは、地域等において「健康い
ばらき21プラン」に基づいた健康づくりを実践している方な
どを表彰し、県民運動の推進を図るもの。村内からは、卓
球・太極拳の指導者の助川信一さん（白方在住）、東海村食生
活改善推進員の圷優子さん（白方在住）、助産師の戸部万亀子
さん（須和間在住）の３人が、健康づくりに関するそれぞれの
功績を認められ受賞。受賞者３人は２月20日、その報告の
ため村上村長を訪問し、受賞の喜びを笑顔で伝えていました。

●文化と言葉の壁を越え友好の輪を築く
3月15日、東海村姉妹都市交流会館で国際交流フェアが行わ
れました。この催しは、来村している外国人との交流の場
を設けることを目的に行われているもので、大須賀関雄さ
ん（文部科学省高エネルギー加速器研究機構国際協力室長）が
「国際交流のあり方について」「日本文化について～日本文化
の背景にあるもの～」を英語と日本語で講演。講演終了後
は、なごやかな雰囲気の中で軽食をとりつつの歓談となり、
約120人の参加者たちは心温まるひとときを過ごしながら、
文化と言葉の壁を越えて友好の輪を築き上げたようです。

●くつろぎのひとときコミセン祭
3月2日、石神コミュニティセンターで「第5回石神コミセン
祭・演芸大会」が石神コミュニティセンター運営委員会（宮本
茂委員長）主催により開催されました。この催しは、地域住
民の融和と親ぼくを深めることを目的に行われているも
の。演芸大会や主催者より招かれた、全国小学校管楽器合
奏フェスティバル東日本大会出場の経歴を持つ石神小学校
の「リトル・ブルー・スターズ」が披露したジャズ演奏や地元
産のコシヒカリと野菜で作ったおにぎりやけんちん汁でも
てなされた来場者たちは、心もお腹も満たされたようです。
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３月19日、講師の児玉昌久さん（早稲田大学教授）を招き、
「心の健康市民講座～ストレスとうまくつきあうには～」が舟
石川コミュニティセンターで行われました。この講座は、
日々ストレスを抱えながら生活していることが多い現在、
ストレスが心と身体に及ぼす影響は大きいため、「心の病気」
を発病する方が増加しています。そこで、ストレスについ
ての認識を深め、うまくストレスとつきあいながら生活す
るためのノウハウを会得し、心豊かな健康生活を送る目的
で行われました。参加者たちは、熱心に聞きいっていました。

●心の健康市民講座で健康づくり

●東海村吹奏楽団の結成を目指して
「東海村に吹奏楽団を！」を目指した「東海村吹奏楽楽器講座」
の第４期が、昨年12月から計６回開講されました。小学生
から社会人まで107人が参加した今回の講座は、これまでの
楽器別レッスンだけではなく、合奏に集中して取り組むた
めの合奏講座を新設。最終日となった３月８日、東海文化
センターでは、合奏講座のレッスンの最後に「吹奏楽のため
の民話」と「青春の輝き」の課題曲の合奏が行われ、受講生34
人は練習の成果を存分に発揮するとともに、東海村吹奏楽
団の結成に向け、一丸となって力強い演奏をしていました。

●初めての方のバリアフリー講座
３月８日、東海村ボランティアセンターにおいて自主事業
「バリアフリー講座～はじめてのガイドヘルプ編～」を行い、
視覚障害者への理解を深めるための講義やガイドの実習が
行われました。鈴木芳明さん（東海村視覚障害者福祉協会会
長）が「視覚障害者が一人で外出することは命懸けです。外出
できるよう毎日挑戦していますが、一人で外出できない方
が大勢います」と講演し、参加者はガイドヘルプの重要性を
痛感したようです。その後東海駅を利用したガイドの実習
が行われ、参加者は緊張した面持ちで取り組んでいました。

3月2日、中央公民館で東海村民話再生の会（関村徹雄代表）主
催による「第1回東海村民話の集い」が行われました。この催
しは、村の伝説などをまとめた『東海村のむかし話と伝記』を
ビデオ化、紙芝居化し、その普及を目的に行われたもの
で、手話の発表もあった『村松虚空蔵尊の黒絵馬』など、語り
手として参加した住民の方々の発表が終わるごとに会場は
大きな拍手に包まれました。関村さんは「各公共施設に置い
てあるこのビデオや紙芝居を通して、一人でも多くの方々
に村に対する関心を深めていただきたい」と話していました。

●民話を通して村への関心を深めよう
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私
た
ち
家
族
は
平
成
４
年
に
東
海
村
村
松
に
転

入
し
、
小
学
３
年
生
の
長
男
の
同
級
生
が
加
入
し

て
い
た
村
松
学
区「
睦
第
一
子
ど
も
会
」に
入
会
し

ま
し
た
。
家
族
数
の
少
な
い
子
ど
も
会
で
し
た

が
、
そ
こ
か
ら
私
の
東
海
村
で
の
子
ど
も
会
と
の

か
か
わ
り
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

子
ど
も
会
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
異

年
齢
の
子
と
も
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
学
校
で

も
友
達
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
自
身

も
ほ
か
の
お
母
さ
ん
方
と
接
す
る
こ
と
で
、
新
し

い
土
地
で
の
不
安
や
緊
張
が
な
く
な
り
、
お
世
話

に
な
っ
た
皆
さ
ま
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
会
は
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
、
と
て

も
大
切
な
場
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
２
年
後
、
私
た
ち
の
子
ど
も
会
に
学

区
会
長
と
い
う
大
役
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
事
情
を
抱
え
て
い
て
、
簡
単
に

引
き
受
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
が
実
情
で
し

た
。
私
は
、
女
性
で
も
い
い
の
な
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

平
成
６
年
に
私
は
、
村
松
学
区
会
長
と
し
て
東

海
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
役
員
に
な
り
ま
し

た
。
何
も
分
か
ら
ず
、
他
の
学
区
の
役
員
さ
ん
と

の
出
会
い
や
東
海
村
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
励

ま
さ
れ
夢
中
で
過
ご
し
た
１
年
で
し
た
。
次
の
年

か
ら
協
力
員
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
、
周
り
の
皆
さ
ま
に
も
助
け
ら
れ
、

気
が
付
い
た
ら
現
在
ま
で
９
年
間
、
東
海
村
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
活
動
を
切
っ
掛
け
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
村

民
会
議
活
動
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
レ

デ
ィ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
へ
の
参
加
な
ど
、
多
く
の
人

と
出
会
い
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
自

分
一
人
で
全
部
こ
な
そ
う
と
思
っ
た
ら
、
絶
対
に

無
理
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
仲
間
が
い
る

の
で
す
。
時
に
は
弱
み
を
見
せ
て
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
親

と
し
て
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　【
俳
　
句
】

旅
心
癒
す
明
香
の
蓮
華
草

白
　
方
　
根
本
　
　
武

思
い
出
は
遠
く
と
ぎ
れ
し
春
浅
し舟

石
川
　
舛
井
　
愛
子

老
独
り
も
の
思
う
な
り
春
寒
し
内
　
宿
　
渡
辺
　
あ
さ

亡
き
妻
の
知
る
人
に
合
ふ
涅
槃
西
風

村
　
松
　
川
�
　
常
義

蕗
の
薹
昨
夜
の
春
雪
解
か
し
け
り舟

石
川
　
宮
本
　
　
直

雪
解
け
の
水
の
流
る
る
音
清
き
豊
　
岡
　
中
島
エ
ミ
子

一
つ
灯
に
眠
る
嬰
児
雛
ま
つ
り
白
　
方
　
柴
田
　
一
声

鮟
鱇
の
魂
ど
こ
に
吊
る
さ
る
る
村
　
松
　
松
本
　
正
勝

籠
り
居
り
寒
の
戻
り
の
耐
え
が
た
く

南
　
台
　
助
川
　
千
代

せ
か
せ
か
と
梅
の
香
わ
た
る
め
じ
ろ
か
な

外
　
宿
　
西
山
　
純
一

冬
も
よ
う
富
士
の
夕
暮
れ
遠
く
見
つ

豊
　
岡
　
嶋
　
　
恵
美

春
霞
飛
び
立
つ
鷺
の
色
冴
え
て
白
　
方
　
根
本
　
怜
子

麓
よ
り
園
児
ら
の
声
風
光
る

南
　
台
　
渋
谷
め
ぐ
み

　
　【
短
　
歌
】

春
の
日
の
ゆ
た
か
に
さ
し
て
い
ろ
淡
く
い
く
つ
も
芽
ぶ

く
ふ
き
の
と
う
か
な

照
　
沼
　
佐
藤
　
　
昇

き
さ
ら
ぎ
の
寒
と
も
思
え
ぬ
日
だ
ま
り
に
猫
ま
ど
ろ
め

り
春
遠
か
ら
じ

村
　
松
　
花
井
　
柳
子

雪
う
す
く
つ
み
た
る
石
の
め
ぐ
り
に
て
か
す
か
に
草
の

若
芽
の
ふ
る
う

船
　
場
　
村
上
よ
り
こ
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青
今

枝
先
に
う
す
紅
い
ろ
の
蕾
持
つ
梅
の
木
立
は
冬
空
に
映

ゆ
　

外
　
宿
　
小
林
美
代
子

初
め
て
の
雪
を
喜
び
孫
た
ち
の
雪
だ
る
ま
作
る
ほ
ど
な

く
て
止
む

外
　
宿
　
照
沼
と
み
江

散
歩
道
く
る
春
告
げ
る
蕗
の
薹
寒
さ
に
負
け
ず
伸
び
に

伸
び
を
り

船
　
場
　
中
井
川
し
げ

遠
き
地
に
巣
立
つ
我
が
子
を
見
送
り
て
心
さ
び
し
く
わ

が
涙
ぐ
む

豊
　
岡
　
中
嶋
　
　
蘭

崖
下
へ
し
た
た
り
落
ち
る
苔
清
水
呑
め
ば
五
体
が
凍
て

つ
く
如
し

南
　
台
　
根
本
内
俊
男

生
涯
で
外
し
て
な
ら
ぬ
人
の
道
教
え
し
父
逝
き
は
や
三

十
年

村
　
松
　
高
橋
　
正
弘

農
を
止
め
残
り
し
農
機
具
こ
と
ご
と
く
名
残
り
惜
し
み

て
リ
サ
イ
ク
ル
屋
へ

外
　
宿
　
高
槌
　
す
み

十
年
間
自
力
更
生
に
て
須
藤
富
雄
会
長
よ
り
今
日
感
謝

状
を
受
く

舟
石
川
　
工
藤
和
一
郎

看
護
婦
が
し
き
り
に
我
が
名
呼
び
続
く
は
っ
と
気
付
き

て
う
つ
つ
に
帰
る

照
　
沼
　
藤
井
　
幸
雄

梅
の
香
を
運
ん
で
く
れ
る
春
の
風
洗
濯
も
の
の
上
を
素

通
る

外
　
宿
　
小
林
美
代
子

ス
ノ
ー
シ
ェ
ー
ク
く
ぐ
れ
ば
黒
部
の
雪
雫
ね
む
る
立
山

春
い
ま
だ
に
て

内
　
宿
　
村
上
　
文
江

紅
梅
の
ほ
こ
ろ
ぶ
わ
が
家
に
里
の
母
久
方
ぶ
り
に
今
日

は
来
る
ら
ん

村
　
松
　
高
橋
　
道
子

摘
み
頃
に
か
ら
し
菜
伸
び
る
春
の
畑
雨
水
過
ぎ
れ
ば
み

ど
り
色
増
す

船
　
場
　
舛
井
庫
之
助

　
　【
川
　
柳
】

ヨ
ー
ソ
ロ
が
悲
鳴
に
変
わ
る
日
本
丸
　
　
　
　
　
　
　

　

南
　
台
　
谷
　
ひ
ろ
し

　
私
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
主
催
の
中
学
生
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

２
月
22
日
、
大
洗
こ
ど
も
の
城
に
行
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
入
所
式
を
す
る
た
め
の
準
備
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
準
備
を
少
し
高
校
生
会
の

人
た
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
、
自
分
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

く
た
め
に
参
加
し
た
は
ず
な
の
に
…
。
そ
ん
な
自

分
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

２
月
23
日
の
２
日
目
。
朝
早
く
起
き
て
、
海
岸

で
の
ご
み
拾
い
活
動
と
あ
い
さ
つ
練
習
を
し
ま
し

た
。
ご
み
拾
い
は
よ
く
で
き
ま
し
た
が
、
あ
い
さ

つ
は
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
声
の
大
き
さ
を
注
意
さ

れ
、
一
回
一
回
の
練
習
を
頑
張
り
ま
し
た
。
で

も
、
高
校
生
会
の
一
人
の
あ
い
さ
つ
よ
り
中
学
生

17
人
の
あ
い
さ
つ
は
声
が
小
さ
か
っ
た
で
す
。
こ

ど
も
の
城
の
施
設
に
戻
っ
て
か
ら
も
あ
い
さ
つ
練

習
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
大
き
な
声
が
出
る
よ
う

に
な
り
、
少
し
だ
け
褒
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
室
内
で
高
校
生
会
の
人
や
大

人
の
人
に
会
っ
た
と
き
は
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ

が
で
き
ま
し
た
。

２
日
間
い
ろ
い
ろ
学
ん
だ
け
れ
ど
、
一
番
記
憶

に
残
っ
た
こ
と
は
屋
外
炊
飯
で
し
た
。
私
の
班
は

シ
チ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
が
、
肉
無
し
シ
チ
ュ
ー

で
し
た
。
肉
の
代
わ
り
に
と
き
卵
を
シ
チ
ュ
ー
の

中
に
入
れ
ま
し
た
。
食
べ
た
時
は
味
が
し
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
浮
か
ん
で
い
て
言

葉
で
は
表
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
シ
チ
ュ
ー
が
で

き
る
ま
で
に
は
た
く
さ
ん
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
火
が
つ
か

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
薪
の
組
み
方
や
御
飯
の
水

の
量
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
鍋
で
炊
い
た
御

飯
は
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
お
こ
げ
に

し
ょ
う
ゆ
を
か
け
て
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
２
日
間
、
注
意
さ
れ
て
ば
か
り
で
、
そ
ん

な
自
分
が
情
け
な
く
思
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
注

意
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
学
ん
だ
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

認
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

どきの

少年
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●開館時間 午前10時～午後７時　
※各展示（2 1展を除く）の最終日
は、午後３時までとなります。
●場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）
●問 合 せ 東海ステーションギャ
ラリー（　287-3680）

４
月
13
日（
日
）〜
４
月
26
日（
土
）

　新人作家の育成と美術教育の振興を目的に毎
年開催される３大学の合同展。平面と立体の大
作６点を展示します。４年間、あるいは６年間
の集大成ともいえる現代的で斬新な作品を、ぜ
ひご覧ください。

　ギャラリーでエレクトーンと電子ピアノが
待っています。音楽が好きな人なら誰でも参加
できますので、学校やお勤めの帰りにちょっと
立ち寄ってみませんか。絵画やパーチメントな
どの作品展示もあります。

　東海中学校卒業生７人による写真展。みんな
で何か思い出に残ることを地元でやろうという
ことになり企画しました。素人ゆえ至らないと
ころなど多々あると思いますが、精いっぱい努
力しますので、ぜひご覧ください。

　
平
成
15
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例
会
が
、
３
月
３

日
か
ら
17
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
案

●
議
提
第
１
号
…
町
村
自
治
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

委
員
会
報
告

●
報
告
第
１
号
…「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
７
５
号
条
約
お
よ
び
Ｉ

Ｌ
Ｏ
第
１
１
１
号
条
約
の
早
期
批
准
を
求
め
る
意
見

書
提
出
」に
関
す
る
請
願（
総
務
委
員
会
）

●
報
告
第
２
号
…「
パ
ー
ト
労
働
者
お
よ
び
有
期
契
約
労

働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
整
備
お
よ
び
均
等
待
遇
を

求
め
る
意
見
書
提
出
」に
関
す
る
請
願（
総
務
委
員
会
）

●
報
告
第
３
号
…「
北
朝
鮮
の
核
施
設
稼
働
再
開
に
反
対

す
る
意
見
書
」（
総
務
委
員
会
）

●
報
告
第
４
号
…「
患
者
の
窓
口
負
担
、
保
険
料
引
き
上

げ
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」（
文
教
厚
生
委
員
会
）

●
報
告
第
５
号
…「
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
３
分
の

１
か
ら
２
分
の
１
へ
と
早
急
に
引
き
上
げ
を
求
め
る

意
見
書
」に
関
す
る
請
願（
文
教
厚
生
委
員
会
）

　
こ
の
ほ
か
に
、
動
議
と
し
て
提
出
さ
れ
た
査
察
の
継

続
・
強
化
に
よ
る
イ
ラ
ク
問
題
の
平
和
解
決
を
求
め
る

決
議
は
総
務
委
員
会
に
、
ま
た
教
育
基
本
法
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て
は
文
教
厚
生
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
　

　
議
会
事
務
局（
　
282
局
１
７
１
１
　
内
線
１
２
８
１
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.vill.tokai.ibaraki.

jp/gikai/

）

聴

傍

席

５
月
４
日（
日
）〜
５
月
６
日（
火
）

４
月
27
日（
日
）〜
５
月
３
日（
土
）

芸大・茨大・筑波大
卒業修了制作選抜展2003

21展 音楽愛好家の集い♪in東海ステーションギャラリー
～パーチメントのあるくらし～
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住
所
が
変
わ
る
方
へ

　
新
年
度
に
な
り
、
就
職
や
転
勤
な
ど
で
住
所
が
変
わ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
、
住
所
や
電
話
番
号
が
変
更
に
な
る
方
は
、
連

絡
が
つ
か
な
い
な
ど
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
そ
の
際
に

は
、
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の（
保
険
証
・
免
許
証
・
学

生
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

心
に
残
っ
た
一
冊
の
本

著
者
／
吉
川
日
出
男
　
出
版
社
／
角
川
書
店

　
舞
台
は
18
世
紀
の
エ
ジ
プ
ト
。
迫
り
く
る
ナ
ポ
レ
オ

ン
に
戦
争
を
も
忘
れ
さ
せ
る
書
物『
災
厄
の
書
』を
献
呈
す

べ
く
夜
な
夜
な
語
ら
れ
る
怪
し
い
物
語
…
。

　
し
か
し
、
単
な
る
お
と
ぎ
話
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
名
作「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
」の
脚
本
を
手
掛

け
た
作
者
ら
し
く
、
魅
惑
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
ペ
ー
ジ

を
操
る
手
を
や
め
さ
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
主
人
公
た
ち

は
善
悪
を
超
越
し
て
喜
び
、
怒
り
、
悲
し
み
、
楽
し

み
、
皆
と
て
も
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
て
、
わ
れ
知

ら
ず
彼
ら
に
感
情
移
入
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
多
弁
な
文
体
は
極
め
て
自
由
奔
放
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

の
世
界
を
飛
躍
し
、
読
者
を
引
き
付
け
、
さ
ら
に
作
者

は
最
後
に
ア
ッ
と
驚
く
仕
掛
け
を
用
意
し
、
読
者
を
け

む
に
巻
く
の
で
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
読
書
に
ふ
け
る
幸
福
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
一
冊
で
し
た
。

（
書
評
／
高
木
誠
司
さ
ん
）

　
前
年
の
所
得
が
68
万
円
以
下（
給
与
収
入
で
は
１
３
３

万
円
以
下
）で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
学
生（
学
校
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い
各
種
学

校
・
予
備
校
・
海
外
の
学
校
の
学
生
を
除
く
）を
対
象
と

す
る
も
の
で
、
保
健
年
金
課
の
窓
口
に
申
請
し
、
社
会

保
健
事
務
所
で
承
認
さ
れ
る
と
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は

保
険
料
が
未
納
扱
い
に
な
ら
ず
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
で
も
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
ま
た
、
前
年
ま
た
は
今
年
、
会
社
等
を
退
職

さ
れ
て
学
生
に
な
っ
た
方
は
、
離
職
表
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
の
コ
ピ
ー
が
あ
れ
ば
退
職
を
考
慮
し
た

審
査
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
学
生
納
付
特
例
の

申
請
は
、
前
年
の
所
得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

毎
年
度
必
要
と
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

①
期
間
中
に
万
一
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば「
障
害
基

礎
年
金
」が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
期
間
中
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
に

算
入
し
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

③
期
間
中
の
保
険
料
は
、
承
認
を
受
け
た
月
以
降
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す（
承
認
を

受
け
た
年
度
末
か
ら
２
年
を
す
ぎ
る
と
当
時
の
保
険

料
に
加
算
金
が
付
き
ま
す
）。

問
合
せ

　 

福
祉
部
保
健
年
金
課
年
金
係（
　
282
局
１
７
１
１
　

内
線
１
１
３
４
）

タンポポの会に
よる読み聞かせ
　毎週土曜日（第５土曜

日を除く）の午後２時か

ら３時までおはなしコー

ナーで行います。

休館日
４月14日（月）・21日（月）

28日（月）・29日（火）

30日（水）

５月３日（土）～６日（火）

学
生
の
た
め
の

納
付
特
例
制
度

①グリオン・クライシス／藤本大三
郎／Ｆフジモ
②アルゼンチンババア／よしもとば
なな／Ｆヨシモ
③プリズムの夏／関口尚／Ｆセキグ
④毎日が「 今日が一番いい日!」です／
吉沢久子／914ヨシザ
⑤同居人／新津きよみ／Ｆ二イツ
⑥楽園／岩井志麻子／Ｆイワイ
⑦プーシキン伝／アンリ・トロワイ
ヤ／980トロワ
⑧バッテリーⅠ～Ⅳ／あさのあつこ
／Ｆアサノ（児童本）
⑨屋上のあるアパート／阿川佐知子
／Ｆアガワ

⑩半次捕物控／佐藤雅美／Ｆサトウ
⑪ふたり道三３・４／宮本昌孝／Ｆ
　ミヤモ
⑫邪光／牧村泉／Ｆマキム
⑬火の粉／雫井脩介／Ｆシズク
⑭王事の悪徒／澤田ふじ子／Ｆサワダ
⑮武蔵と無二斎／火坂雅志／Ｆヒサカ
⑯呪い亀／霞流一／Ｆカスミ
⑰バルカン超特急／エセル・ホワイ
ト／933ホワイ
⑱ソーネチカ／リュドミラ・ウリツ
カヤ／983ウリツ
※このほか、多数あります。検索は
ホームページで（h t t p : / /
www.tosyo.vill.tokai.ibaraki.jp/）

最近入った文学図書（タイトル／著者／請求番号）
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４ 10号／お知
ら
せ

アップ／Apr.

ピ
ッ
ク

世帯数
総人口
　男　
　女

世帯
人
人
人

平成1 5年3 月1 日現在
前月比
　＋1 9
＋2 7
＋1 0
＋1 7

12,552
34,944
17,608
17,336

　ドイツのお菓子とお茶を
囲んで、楽しくおしゃべり
をしましょう。
■期　　日 ４月12日（土）
■時　　間 午後２時～４
時
■場　　所 東海村姉妹都市交流会館
■内　　容 ドイツについてのお話
■講　　師 アクセル・クリックスさん（日本原
子力研究所特別研究生）、掛川富康さん（茨城
キリスト教大学教授）
■費　　用 100円
■そ の 他 外国の方は、無料で国際電話をか
けることができます。
■問 合 せ 東海村国際交流協会事務局（企画総
務部自治推進課内　内線1343）

国際交流サロンへのお誘い

Invitation to German salon
German snack are served. Let’s have a good
time to chat with many friends.
Date　April 12 (Sat.)
Time　14:00-16:00
Place　Tokai-mura Sister City’s Hall
Program　Talk about Germany
Lecturer　Mr.Axel Klix (Japan Atomic Energy
Research Institute Doctornal student), Prof.
Tomiyasu Kakegawa (Professor Ibaraki Chris-
tian College)
Fee　100 yen
You can use overseas phone only once at the
salon free of charge.
For more information, please call Bureau of
Tokai-mura International Association at 287-
0856.

■期　　日 ５月11日（日）・17日（土）・24日
（土）　予備日…５月25日（日）　
■時　　間 午前９時試合開始予定
■場　　所 東海村テニスコート
■対　　象 村内在住・在勤の方
■種　　目 一般男子ダブルスⅠ・Ⅱ部、一般
女子ダブルスⅠ・Ⅱ部、壮年男子ダブルス（昭
和32年12月31日以前に生まれた方）

■参 加 費 3,000円／組
■申し込み 村テニスコートクラブハウスに備
え付けの申込書に必要事項を記入の上、４月
19日（土）までに申し込みください。

■問 合 せ 濱口和彦さん（　287-8021）

テニスダブルス大会参加者募集

東海ステーションギャラリー講座受講生募集
蝋（ろう）型ブロンズ彫刻講座

　普段は取り組めないブロンズ彫刻制作に挑戦
してみませんか。
■期　　日 ５月から平成16年３月までの日曜
日（原則として月２回、全20回）

■時　　間 午前10時～午後４時
■定　　員 先着10人
■受 講 料 5,000円／月（材料費別）
■講　　師 北沢努さん（彫刻家）

絵画教室（油絵コース、水彩コース）
　用具の使い方や構図の取り方から学べる初心
者向けの講座です。
■期　　日 ５月から平成16年３月までの土曜
日または日曜日（原則として月２回、全22回）

■時　　間 午前９時30分～午後４時
■定　　員 先着20人
■受 講 料 20,000円／年（材料費別）
■講　　師 東海村美術連盟会員

場　　所
　ＪＲ東海駅１階（多目的ルーム）

申し込み・問合せ
　４月30日（水）までに、東海ステーションギャラ
リーへ申し込みください。

・
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号
東海村役場
防災行政無線放送テレホンサービス
東海村合同庁舎(会議室の予約等)
東海村中央公民館
東海村立図書館
東海村青少年センター
東海村総合体育館
東海スイミングプラザ
東海村テニスコートクラブハウス
東海文化センター
東海ステーションギャラリー
東海村立東海病院
東海村保健センター
東海村清掃センター
東海村老人福祉センター｢みどり荘｣
(社福)東海村社会福祉協議会
東海村姉妹都市交流会館

２８２－１７１１
０１２０－４２－４８４８
２８３－３３４４
２８２－３３２９
２８２－３４３５
２８２－７０４９
２８３－０６７３
２８７－０８０７
２８２－８５７１
２８２－８５１１
２８７－３６８０
２８２－２１８８
２８２－２７９７
２８２－７２８９
２８２－４３００
２８２－２８０４
２８２－０５３５

東海村心身障害者福祉センター｢はまざく｣
東海村（基幹型）在宅介護支援センター
東海村在宅福祉サービスセンター
東海村訪問看護ステーション
(社)東海村シルバー人材センター
(財)東海村開発公社
ひたちなか西警察署東海地区交番
東海郵便局
ＪＲ東日本東海駅
常陸海浜広域斎場

救急病院の案内

災害情報案内専用ダイヤル
東海村石神外宿浄水場
(土・日曜日・祝日の断水等の連絡)
小・中・高校生のための心の悩み電話相談室
(毎週金・土曜日　午後3時30分～7時)

２８２－４５９９
２８７－２５１６
２８３－４３４４
２８３－４８３６
２８２－３４４６
２８４－０３３５
２８７－０１１０
２８２－２００１
２８２－２００８
２６５－７１９１
２４１－４１９９
２８２－２０３８
２８３－４９１９

２８２－９２００

２８２－７０７０

救急医療情報コントロールシステム
東海村消防本部・消防署

■使用可能日・時間 ４月2 0 日（日）・2 2 日
（火）・23日（水）、５月23日（金）～25日（日）、６
月19日（木）～21日（土）　平日…午後１時～８
時、土・日曜日…午前10時～午後５時

■場　　所 東海文化センター
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方
■使 用 料 無料（１人１回１時間、１期間２回
まで）

■申し込み・問合せ ４月13日（日）から、（財）
東海村文化・スポーツ振興財団（東海文化セン
ター内）窓口（午前９時から）と電話（午後１時
から）で受け付けます。

　読み聞かせを中心とした育児サークルです。
■活 動 日 毎月第４火曜日
■時　　間 午前10時30分～正午
■場　　所 真崎コミュニティセンターほか
■対　　象 村内在住の２歳から入園前の子ど
もとその親（先着15組）

■費　　用 無料（材料費が掛かります）
■申し込み・問合せ 宇佐美美穂子さん（　287-
0192）

■対　　象 ①20歳以上26歳未満で大学卒業程
度の学力を有する方または卒業見込みの方　
②28歳未満で学校教育法による大学院修士課
程修了または修了見込みの方（海上技術幹部候
補生は、理学または工学課程修了者に限ります）

■試 験 日 ①第１次試験…５月24日（土）　※
飛行要員は５月25日（日）　②第２次試験…６月
24日（火）から26日（木）までの指定する１日 ③
第３次試験（飛行要員のみ）…７月26日（土）～８
月７日（木）

■入隊時期 平成16年３月下旬～４月上旬
■申し込み・問合せ ５月９日（金）までに、自
衛隊茨城地方連絡部水戸事務所（　226-9294）
へ申し込みください。

自衛隊一般・技術幹部候補生募集

キャロットクラブ会員募集

ピアノ練習会参加者募集
　子どもたちの交流と保護者同士の子育ての輪
を広げる、百塚保育所の育児サークル「カンガ
ルークラブ」が５月から始まります。
■活 動 日 毎月２回（火・木曜日）
■時　　間 午前10時～11時15分
■対　　象 生後10か月から学齢前までの子ど
もとその親（100組）　※新規の方に限ります。
■会　　費 無料
■申し込み・問合せ ４月16日（水）から18日
（金）までの午前10時から午後２時30分まで（午
前11時から午後１時までを除く）に、地域子育
て支援センター（百塚保育所内　　270-5660）
へ来所の上、申し込みください。

カンガルークラブ会員募集

２歳児クラス
■期　　日 ５月９日（金）・16日（金）
■時　　間 午前９時30分～11時
■場　　所 村松コミュニティセンター
■対　　象 満２歳以上３歳未満の子とその親

３歳児クラス
■期　　日 ５月７日（水）・14日（水）
■時　　間 午前９時30分～11時
■場　　所 中丸コミュニティセンター
■対　　象 満３歳以上４歳未満の子とその親

４歳児クラス
■期　　日 ５月20日（火）・27日（火）
■時　　間 午後１時30分～３時
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■対　　象 満４歳以上５歳未満の子とその親

定　　員
　各先着50組　※村内在住の方に限ります。

そ の 他
　対象年齢以外のお子さんを対象とした保育
サービス（無料、要予約）があります。

申し込み・問合せ
　４月18日（金）までに、福祉部保健年金課予防係
（内線1135）へ申し込みください。

キッズビクス（２歳・３歳・４歳）参加者募集
参加
費

無
料
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「地域福祉計画」策定委員を公募します
　村では、平成15年度１年間をかけて、多くの住民
との「協働」により、本村福祉の指針となる「東海村
地域福祉計画」を策定する予定ですが、策定に携わ
る委員55人のうち11人を公募します。
■対　　象 村内在住の20歳以上の方（会議は日中
に行いますので、お時間の取れる方）

■募集人員・活動内容 ①策定委員（ワーキング委
員がつくった計画案を総合的に検討します）…３
人　②ワーキング委員（地域福祉、高齢福祉・介
護保険、障害福祉、児童福祉の４グループに分か
れ、実際に計画づくりを行います）…８人

■活動回数 策定委員…３回／年　ワーキング委
員…６回／年

■応募方法 市販の履歴書（写真を貼付）に必要事
項を記入の上、800字程度の作文（福祉に対する日
ごろの考え方をまとめたもの。書式は任意です）
とともにご提出ください。

■選考方法 応募者が定員を超えた場合は、作文
の内容および行政への参画経験の有無で選考しま
す（経験のない方を優先）。なお、選考の結果は応
募者に通知します。

■そ の 他 策定委員・ワーキング委員のどちら
になるか、ワーキング委員会４グループのいずれ
の担当になるかは、事務局にご一任願います。

■申し込み・問合せ ４月30日（水）までに、福祉部
福祉課地域福祉係（内線1166）へ申し込みください。

　「長い間」「Best Friend」「冬のうた」のヒット曲
のほか、テレビ、ラジオなどで幅広い世代に人
気の「Kiroro」のコンサートです。心癒されるバ
ラードから元気あふれるポップスまで盛りだく
さんの内容でお届けします。
■期　　日 ５月11日（日）
■時　　間 午後５時30分開場　午後６時開演
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 全席指定4,500円（当日500円増し）
※未就学児は入場不可となります。
■そ の 他 ①託児サービス（1,000円／人、要
予約）がありますので、ご希望の方は５月４日
（日）までに申し込みください。②座席は主催
者側で決定します。
■申し込み・問合せ ４月12日（土）の午前９時
から、（財）東海村文化・スポーツ振興財団（東
海文化センター内）で、電話予約（１人４枚ま
で）を受け付けます。なお残券があった場合の
み、４月13日（日）から窓口での販売を行います。

Kiroroコンサート

　４月から、障害者福祉サービスが「支援費制
度」に変わりました。この制度は、行政がサービ
スの内容を決定していた従来の「措置制度」に代
わり、障害のある方自らがサービスを選択し、
事業者・施設と契約を結ぶ利用契約の制度で
す。ホームヘルプサービスや短期入所等を利用
される場合、村に申請をし支援費の支給が決定
されないと、サービスを受けることができませ
んのでご注意ください。なお、サービスを利用
される方の申請は、随時受け付けています。
■対象となるサービス

■問 合 せ 福祉部福祉課障害福祉係（内線
1168）

居宅サービス
ホームヘルプサービス
デイサービス
短期入所
ホームヘルプサービス
デイサービス
短期入所
グループホーム
ホームヘルプサービス
デイサービス
短期入所

身　体
障害者

知　的
障害者

障害児

施設サービス

各種施設への
入所・通所

各種施設への
入所・通所
通勤寮
国立コロニー

障害者福祉制度が変わりました

■時　　間 午後６時開場　午後６時30分開演
■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 全席指定4,000円（未就学児入場不可）
■そ の 他 託児サービス（1,000円／人、要予
約）がありますので、ご希望の方は７月５日
（土）までに申し込みください。
■申し込み・問合せ ４月19日（土）の午前９時
から、東海文化センター窓口で前売り券を発
売します。なお窓口販売の残券があった場合
のみ、午後１時30分から電話予約を行います。

幸田聡子ヴァイオリン・リサイタル
～美空ひばりとヴァイオリン名曲集～

期
日

７／12（
土）

診療時間
問 合 せ

午前９時30分～正午、午後１時～２時
救急医療情報コントロールシステム(　241 -4199 )

 期日
13日（日）
20日（日）
27日（日）
29日（火）

病医院名
武藤小児クリニック
東海病院
東原クリニック
東海病院

電話番号
282-7722
282-2188
283-2301
282-2188

4
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　古くから伝わる郷土色豊かで優雅な獅子舞「さ
さら舞い」を、ぜひご覧ください。
◆日　　時 ５月５日（月）　①午前10時30分か
ら　②午後１時から
◆場　　所 花園神社（北茨城市華川町花園567）
ほか
◆問 合 せ 北茨城市商工観光課（　0293-43-
1111　内線363）

　涸沼自然公園には、テントキャンプ場（70張）や
オートキャンプ場（56区画）があり、５月から10月
まで利用することができます。
◆申し込み・問合せ 利用月の２か月前から、
涸沼自然公園管理事務所（　293-7441）で予約
を受け付けます。

　御前山青少年旅行村では、自然を感じながら
身近な所で楽しく遊びたい方のために、マウン
テンバイクの貸し出しをしています。
◆利用時間 午前９時～午後５時
◆貸 出 料 大人…400円、子ども…200円　
◆問 合 せ 御前山青少年旅行村（　0295-55-
2222）

　ホロルの湯は、アルカリ性の単純温泉で、健
康増進や疲労回復に効能があります。
◆休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
◆問 合 せ 健康増進施設「ホロルの湯」（　288-
7775）

北茨城市●花園のささら

茨城町●涸沼自然公園キャンプ場

御前山村●御前山青少年旅行村

常北町●健康増進施設「ホロルの湯」

　最近、村内において火災が相次いで発生して
います。火の取り扱いには十分注意し、火災を
起こさないようにしましょう。２月21日早朝の同
時刻に発生した２件の火災に際して、119番に通
報のほか情報問い合わせなど多数の電話が集中
したため、通報に支障を来たし、ご迷惑をお掛
けしたことをお詫びします。119番は火災・救急
など緊急時の通報回線ですので、火災等の情報
問い合わせは、119番ではなく「災害情報案内専用
ダイヤル」をご利用ください。
■災害情報案内専用ダイヤル 　283-4919　　
283-4920　　283-4921

■一般加入電話 　282-2038（代表）　　282-
2153　　283-1119（新規）

■問 合 せ 消防本部予防課

十王町●Ｊホールの催し物
お話コンサート「注文の多い料理店、ピーターと狼」
◆日　　時 ６月１日（日）　午後２時開演
◆入 場 料 一般…2,000円、ペア…3,500円（前
売りのみ）、高校生以下…1,000円

◆問 合 せ ゆうゆう十王・Ｊホール（　0293-
32-7111）

「1 1 9番」の正しい利用にご協力ください

■日 程 等

■内　　容
ち ほう

もの忘れと痴呆の違いや早期治療の

場　　所
石神コミュニティセンター
白方コミュニティセンター
舟石川コミュニティセンター
中丸コミュニティセンター
真崎コミュニティセンター
村松コミュニティセンター

時　　間
午後２時～３時
午後３時30分～４時30分
午後２時～３時
午後３時30分～４時30分
午後２時～３時
午後３時30分～４時30分

期　　日

４月23日（水）

５月14日（水）

５月21日（水）

医師による「もの忘れと痴呆の違い」説明会
必要性、もの忘れ検診等についての説明会

■講　　師 小徳勇人さん（ルリア記念クリニック
院長）

■入 場 料 無料
■そ の 他 ご自宅から会場までの送迎サービス
（無料）がご利用になれます。希望する方は、前日
までに社会福祉協議会在宅福祉サービスセンター
（　283-4344）へ申し込みください。
■問 合 せ 福祉部福祉課高齢福祉係（内線1164）

　一定面積以上（市街化区域…2,000平方メートル
以上、市街化調整区域…5,000平方メートル以上）
の土地取引については、国土利用計画法に基づ
き届け出をしなければなりません。契約締結か
ら２週間以内に、土地の所在する市町村経由で
知事（各地方総合事務所長）あて届け出てくださ
い。届け出をしないでいると、６か月以下の懲
役または100万円以下の罰金に処せられることが
あります。詳しくは、茨城県水・土地計画課（　
301-2619）または東海村企画総務部企画財政課企
画調整係（内線1335）へお問い合わせください。

土地取引の後には届け出を!
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夢は…。“助産師”
はしもと まな み

白方小学校５年●橋本　愛美
　私の夢は、助産師になることです。
　私が生まれたときも、妹や弟たちが生まれたときも、
助産師さんの手で生まれてきました。
　私は小さい子が好きで、よく弟たちの面倒を見ていま
す。親せきの赤ちゃんや友達の家で生まれた赤ちゃんな
ど、生まれたばかりの赤ちゃんを見ていると幸せな気持
ちになります。生まれる瞬間に立ち会えば、産婦やその
家族の幸せのお手伝いができると考え、助産師になりた
いと思いました。
　今、医療の現場は難しいと聞きます。でも、一人でも
多くの赤ちゃんが安全に誕生できるように、また一つで
も多くの家族が幸せな気持ちになれるように、手助けし
たいです。その夢を実現させるため、大変な道ですが、
信頼される助産師になれるように、努力していきたいと
思います。
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東
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し
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ま
し
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。
現
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、
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？
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　「
子
ど
も
を
し
か
る
な
、
来
た
道
だ
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の
。
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う
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行
く
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も

の
。
来
た
道
、
行
く
道
、
通
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し
の

の
で
き
ぬ
道
」で
す
ね
。

お友達と一緒
　保育所のお庭で、仲良しのお友達
と一緒に楽しく遊んでいるところを
かいてくれた夕稀ちゃん（５歳）。
　木登りをしているのが夕稀ちゃん
だそうで、「木の上は涼しくて気持ち
がいいよ」と、ほほ笑みながら話して
くれました。

　　　　　　　　　　　　 「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。

かじ かわ ゆう き
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